












要約:医療施設内助産婦の機能充実と産褥期ケアを含めた地域への貢献モデルをさぐるこ

とを目的として、全国の助産婦活動モデル、一次～三次医療施設における産褥期ケアを含

む地域継続指導、母乳外来における母乳栄養推進への技術的方法論、公立病院と市の保健

センターの連携、産科学・助産学の発展に伴い期待される助産婦の機能について検討した。

今年度の研究成果は次に要約できる。

1.産褥期ケアを含めた地域貢献モデルの検討では

①全国のモデル的な活動事例マップを作成した。②退院時アセスメントとケア計画に基づ

くモデル実践で、退院後 1ヵ月間の継続指導モデルの有効性を評価し、訪問指導体制整備

の必要性を確認した。③退院後の母乳栄養確立へのサービス事例から、地域における母乳

栄養推進の技術的方法論を導いた。④公的病院に勤務する助産婦の地域母子保健相談・指

導事業評価を通じ、助産婦活用の課題点とその対応構想を示した。

2.産科学・助産学の発展に伴い期待される医療施設内助産婦機能の分析では

①自然分娩の担当と、ハイリスク妊娠管理のための医師への協力者として期待され、その

ためにハイリスク妊娠の鑑別技術、突発的な異常に対する迅速な連絡調整力、救命救急技

術の修得が期待された。②助産婦の機能拡大のために、自然分娩の担い手として、および

病院内ではハイリスク妊婦の管理の主体として、機能を円滑にするために、「医療事故」、

「医師との協力関係」、「異常妊娠、分娩合併症」、「病院指向・医師指向」、「病院内での

PR」と 5つの側面からの制度の整備が必要とされた。


